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はじめに 

超高齢社会の到来に伴い、認知症の人の数は増加の一途をたどり、平成 30 年には 500 万人（65 
歳以上高齢者の約７人に１人）が認知症と見込まれています。一方、日本人の死因のトップである「が
ん」は、生涯を通じて 2 人に 1 人が罹患し、高齢になるほどその数は増えていきます。いまや認知症も、 
がんも、家族を含めてだれもがなりうる疾患であり、多くの人にとって身近なものとなりました。高齢になっても、
病を得ても、その人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるためには、周
囲の理解やあたたかな支援は欠かせません。 
 
本事業の実施主体である特定非営利活動法人ミーネットは、がん患者・家族と同じ立場で相談支援

にあたる「がんのピアサポーター」を養成し、自治体や医療機関と協働あるいは連携して、がんのピアサポー
ト活動を行う団体です。核となる事業は、名古屋市との協働により運営する「がん患者・家族の相談支
援と交流の拠点」である「名古屋市がん相談情報サロン ピアネット」。事業はピアネットという施設内にとど
まらず、ミーネットがピアサポーターとともに、名古屋市の担当部局と役割分担をして実施する「がんの出張
講座」や、ピアサポーターが医療機関に出向いてピアサポートを行う「院内ピアサポート」の実施など、いわば、
がんという分野でのチームオレンジを構築して展開しているといえるでしょう。 

 
ピアサポートによる相談の内容は、不安などの精神的な問題や治療上の悩みなど多岐にわたりますが、

近年、活動を通して、認知症状が出現していると思われる相談者に接することが増えました。そのため、ピ
アサポーターも認知症サポーター養成講座を受講し、自分たちなりのステップアップ講座も実施しました。 
そうした学びを通して、認知症を発症した家族の介護を経験したピアサポーターが少なからず存在するこ

とを知り、まさに認知症はもう他人ごとではないと強く実感することとなりました。 
また、認知症家族介護を経験したピアサポーターは、自身の介護経験とピアサポーターとしてのスキルを

活かして、認知症当事者やその家族と同じ立場で支援に取り組みたいとの熱意を示してくれました。その
意思表明が、私たちの活動に一つの転換期をもたらしてくれたと思います。 

 
そこで、これまでの実績を下敷きに、私たちの活動の仕組みと相談支援技術を認知症の人や家族への

支援にどのように生かすことができるか、法人全体で検討を重ねることとなりました。 
そこで、平成 30 年度より、本事業において、認知症サポーターがやりがいを持って実践的な活動を展

開していくための仕組み作りに向けた調査研究を開始することとなりました。 
 
今年度事業では、前年度調査の内容を分析考察した結果とともに、がんのピアサポーター育成と実践

活動によって構築した当法人の活動スキームを活かし「より良いチームオレンジの実現」を目指して、企画
開発に取り組みました。 
認知症サポーターの活動を住民主体の互助(ピアサポート)と捉え、自治体や関係機関、支援当事者

の役割を明確化し、住民主体の認知症支援活動の仕組みづくりを目指す本事業の成果が、全国で認
知症の人や家族の支援に取り組む方々の活動展開の参考になれば幸いです。 
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❏認知症サポーターが実践的な支援スキルを習得し、活動を展開していくための 

仕組みモデルの開発 

わが国の認知症高齢者の数は、平成 30 年に 500 万人を超え、65 歳以上高齢者の約７人に１
人が認知症と見込まれている。認知症は誰もが関わる可能性のある身近な病気であり、認知症当事者
やその家族を地域で支える仕組みづくりが求められる。そのような状況の中で、国は平成 27 年に「認知症
施策推進総合戦略～認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて～」（新オレンジプラン）を策定。
その柱の一つとして、認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進が掲げられ、認知症サポーターの
養成を進めるとともに、地域や職域など様々な場面で活躍できるような取組を推進している。 

平成 17 年度から始まった認知症サポーター養成講座の修了者は、平成 26 年以降、毎年 100 万
人以上を数え、令和元年 12 月 31 日時点で、1,200 万人に達し（全国キャラバン・メイト連絡協議
会報告）、新オレンジプランで示した目標値を達成した。認知症に関する正しい知識と理解を身につけた
人は着実に増加しているが、講座修了者が認知症当事者や家族に向けて実践的な支援活動を行いた
いと思っていても、どこへ申し出てどのように活動すればよいのか、地域において認知症サポーターが活動する
仕組みが明確になっておらず、実際の活動につながりにくいという現状がある。 

実践的な支援活動のためには、認知症サポーター養成講座修了者の継続的なフォローアップによるス
テップアップが必要であり、新オレンジプランにも「認知症サポーターの養成と活動の支援」として「認知症サ
ポーター養成講座を修了した者が復習も兼ねて学習する機会を設け、より上級な講座など、地域や職域
の実情に応じた取組を推進」と示されている。 

そこで、本調査研究事業では、認知症当事者本人・家族の困りごとに対応する身近な支援者として、
認知症サポーターが実際的な支援スキルを習得すると共に、活発な活動を展開するための仕組みづくりを
目指して、支援の実践に即した研修カリキュラムや教材の作成ならびに認知症サポーター活動の仕組みモ
デルの企画開発を目的としている。 

この認知症サポーター活動の仕組みモデルは、認知症サポーターの活動を住民主体の互助(ピアサポー
ト)と捉え、自治体や関係機関、支援当事者の役割を明確化し、住民主体の認知症支援活動の仕組
みを構築するものである。開発された「認知症サポーター活動の仕組みモデル」の活用により、全国的な普
及展開が期待できると考える。 
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1）がんのピアサポート活動と高齢者支援への展開 

本事業に取り組む特定非営利活動法人ミーネットは、がん体験者とその家族を中心とした団体であり、
自治体、医療機関、医療・福祉分野の関係機関等と協働あるいは連携を図り「がんのピアサポーター」を
養成し、がんの悩みを抱えた人と同じ立場で相談支援にあたるピアサポート活動に取り組んでいる。 

急速に高齢化が進む日本においては、今後、高齢者のがん患者がさらに増加することが見込まれている。
高齢がん患者は多様な症状や障害を抱えがちであるが、その一つに認知症があり、認知症を伴ったがん
患者は、治療の意思決定や服薬管理など治療や療養面に支障が生じやすい。厚生労働科学研究費
補助金認知症対策総合研究事業「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対
応」研究班の調査によると、平成 22 年時点で 65 歳以上の高齢者では認知症有病率が 15％と推計
されており、入院をきっかけに認知症と診断されることや認知症の症状が悪化する場合もあることが報告さ
れている。 

そのような状況の中で、ピアサポーターにも、高齢がん患者に特化した支援スキルが求められ、認知症に
ついても、基本知識を得た上で適切に対応する必要がある。そのため、当法人のピアサポーターは認知症
サポーター養成講座を受講すると共に、「認知症状が見られる高齢がん患者への対応」についても学ぶ機
会を持った。平成 27 年には、高齢がん患者支援に関わる地域のステークホルダーと一堂に会し、地域連
携実践検討会を開催した。これらを通じ、ピアサポーターと高齢がん患者の支援にあたる部門の専門職と
の協働相談支援や、連携の事例集作成などの協働モデルワーク等に取り組むことで、地域連携体制の
基盤を築いた。 

2）認知症サポーターが実践的な支援活動を推進するための仕組みモデルの開発 

多くの場合、ボランティア活動は支援する者が支援を受ける立場にもなるという互助活動でもある。生
涯を通じて、がんに罹患する人は 2 人に１人、認知症を発症する高齢者は令和 7（2025）年には 5
人に１人と言われる。どちらも、他人ごとではない疾患である。がんピアサポートのように同じ立場で支えると
いう視点で見れば、認知症当事者やその家族を見守り、支える活動もまた、ピアサポートであると言える。 

がんのピアサポート活動は、がん対策推進基本計画に基づき全国で進められつつあるが、先行事例にお
ける発展要因として、下記が挙げられる。 

1.実践的な養成プログラムにより、対応力の高いサポーターを養成している 
2.それらのピアサポーターが実践活動を進めるための「場」の設定が成されている 
3.自治体や医療機関等との連携やバックアップが得られている 
4.がん当事者による団体が、サポーターと一体となって活動に取組み、そこで仲間づくりが進む 

これらの要素から、認知症サポーターの活動を活性化するためには、認知症サポーターが主体となり、関
係機関と連携を図りつつ、実践的な支援を希望する人と認知症当事者や家族が求める支援をマッチング
する仕組みづくりが必要であり、具体的には、認知症サポーターが負担なく、やりがいを持って活動を継続
できる「場」の設定と「活動マネジメントの整備」が必要だと考えるに至った。 

事業の背景と経緯 1-2 
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そこで、平成 30 年度には、認知症サポーター養成講座の修了者等による認知症当事者および家族
への実践的な支援活動を推進するために必要な、認知症サポーター育成のための研修カリキュラムの開
発ならびに認知症サポーターがやりがいを持って実践的な活動を展開していくための仕組み作りを検討した。
一つは、認知症サポーター養成講座修了者ならびに、地域に根付き発展を遂げている活動の先行事例
として、がんのピアサポート活動に取組むピアサポーターを対象に「認知症サポーター養成講座修了者の現
状意識調査」の実施である。また、「がんのピアサポートなど患者・家族への支援活動における先行事例調
査」を実施し、先行事例のボランティア育成カリキュラムならびに活動の仕組みについて、その有効性を検
証し、今後の認知症サポーターの養成と活動の仕組みづくりへの応用の可能性についても探った。 

折しも令和元年 6 月に厚生労働省が公表した「認知症施策推進大綱」では、「認知症サポーターの
量的な拡大を図ることに加え、今後は養成するだけでなく、できる範囲で手助けを行うという活動の任意
性は維持しつつ、ステップアップ講座を受講した認知症サポーター等が支援チームを作り、認知症の人やそ
の家族の支援ニーズに合った具体的な支援につなげる仕組み（「チームオレンジ」）を地域ごとに構築する」
ことが提示された。 

こうした背景を踏まえて、今年度事業においては、前年度調査の内容を分析考察した結果とともに、認
知症サポーターよる、より実践的な活動展開をはかるため、自治体関係部局および認知症当事者本人・
家族への支援活動を展開する団体等との連携協力のもとに、がんのピアサポーター育成と実践活動によっ
て構築した当法人の活動スキームを活かした「認知症サポーターの実践的な活動の仕組みモデル」の提案
に取り組むこととした。 
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本事業の実施にかかる課題の把握、整理、検討及び事業の進捗管理のため、協力機関より委

員の参加を得た。 
 

1) 委員会委員   (敬称略、順不同、所属は元年度)    

大野 裕美 (委員長) 豊橋創造大学 保健医療学科 准教授 
尾浦芙久子 西山田ふらっとサロン 代表 
池山 真治  NPO 法人 健康情報処理センターあいち(愛知県医師会) 事務局長  
半崎智恵美   NPO法人 市民ネットすいた（吹田市立市民公益活動センター指定

管理者）理事 
吉田 羊子 京都乳がんピアサポートサロン～fellows～ 代表 

❖アドバイザー 
狩野 太郎 群馬県立県民健康科学大学 看護学部 教授 

      
2) 開催状況 

第 1 回 令和元年 7 月 22 日(月)   
会 場︓当法人事務局 
内 容︓事業計画の確認、事業工程ならびに調査対象等の検討 

第 2 回 令和元年 9 月 10 日（火）  
会 場︓大野裕美研究室  
内 容︓調査内容における意見交換、ワークショップのプログラム等の検討 

第 3 回 令和元年 10 月 5 日（土）  
会 場︓名古屋観光ホテル 
内 容︓①ワークショップの進め方と委員の役割分担等について 

②調査原稿の内容確認と査読の分担について 
第 4 回 令和元年 11 月 7 日（木）  

会 場︓フクラシア八重洲 カンファレンスルーム（東京） 
内 容︓①ワークショップのプログラム等の最終確認 

②「よりよいチームオレンジ」の具現化に向けての意見交換 
第 5 回 令和２年 2 月 14 日    

会 場︓当法人事務局 
内 容︓①調査結果ならびにまとめ方について 

②今後の本事業の展開について  

事業実施委員会の設置 1-3 
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1) 認知症サポーター養成や活動にかかる好事例・先行事例等のヒアリング調査   

認知症サポーターによる、より実践的な活動展開をはかるため、独自の研修カリキュラムや活動の仕組
みのもとに認知症サポーターの養成や活動を進めている公的機関、団体などに対して、「認知症サポーター
養成や活動に係る好事例・先行事例のヒアリング調査」を行った。 

①調査対象の選定   
独自の研修カリキュラムや活動の仕組みのもとに認知症サポーターの養成や活動を進めている公

的機関、団体などを対象に、インターネット等で当該機関や団体、事例等を調査し、調査対象を選
定した。 

②調査実施時期 
  令和元年 7 月～11 月   

③調査方法 
  訪問による聞き取り調査、資料収集 

④主な調査項目  
1.認知症当事者本人・家族支援活動の具体的な仕組みについて 
2.具体的な活動内容や回数、実績等 
3.地域連携や協働のあり方について  
4.認知症サポーター養成の研修カリキュラムや教材について 
5.認知症サポーターの活動推進における問題点や課題について 

⑤調査実施先（本書のⅡに調査報告を掲載） 

CASE1 長野県駒ヶ根市  
       取材対象︓駒ヶ根市役所民生部地域保健課地域ケア係 

ＮＰＯ法人地域支え合いネット／認知症の人と家族の会 
概   要︓地域住民･専門職･行政が共に認知症施策に取り組んでいる。「おれんじ

ネット事業」の一環として、認知症サポーター養成とステップアップ、実践活
動までの明確なキャリアビジョンを持って、認知症サポーターの組織化とネット
ワークづくりを進めている。 

CASE2 名古屋市 
①名古屋市認知症相談支援センター 
取材対象︓名古屋市健康福祉局高齢福祉部地域ケア推進課 

         名古屋市認知症相談支援センター 
概   要︓認知症相談支援事業を社会福祉協議会に委託。特に、若年性認知

症では全国の政令市に先駆けて相談支援担当員を配置し、若年性
認知症本人・家族交流会「あゆみの会」の運営などを通して、認知症
の当事者同士の支え合いおよび「ピアサポート」活動を支援している。 

実施事業の内容 1-4 
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②名古屋市中区いきいき支援センター（地域包括支援センター） 
取材対象︓中区いきいき支援センター 
概   要︓地元商店街および学区との連携による「認知症にやさしいまち大須」プロ

ジェクトを実施。認知症への理解を深めるための啓発活動をまちぐるみで
展開している。その一環として、商店街の店舗スタッフを対象に認知症サ
ポーター養成講座を開催している。 

 
CASE3 西山田ふらっとサロン(大阪府吹田市) 

概   要︓吹田市のふれあい交流サロン事業として、高齢者から子どもまで地域住民が
気軽に集い、話すことができる憩いの場をボランティアが運営している。認知
症の人たちの居場所づくりを視野に入れ、認知症サポーター養成講座なども
受講している。 

 
CASE4 ＮＰＯ法人杉並介護者応援団(東京都杉並区)  

概   要︓杉並区の家族介護支援事業として、区内 11 か所の「介護者の会」の運
営支援をネットワーク形式で行うほか、カフェや地域サロン活動を通じて、要
介護者･介護者が安心して参加できる地域の居場所づくりにも取り組む。
地域の支援者との交流、連携を促進し、地域の支えあいの力を高めている。  

 
CASE5 群馬県立県民健康科学大学  

取材対象︓群馬県立県民健康科学大学 看護学部  
概   要︓群馬県の委託事業「認知症サポーター・ステップアップ講座教材開発事業」

により、認知症の実情を踏まえた教材ならびにカリキュラムを開発した。「地
域で活躍できるサポーターの育成」を目指して、教材は具体的な場面を想
定したリアリティのある動画を随所に使用し、実際の場面で活用できる内容
とした。 

 

2) 「支援当事者の声を活かした認知症サポーター活動の仕組みづくりワークショップ」の 
開催とアンケート調査 

自治体関係部局との連携協力のもとに、認知症当事者本人ならびに家族への支援活動に意欲を持
つ認知症サポーター養成講座修了者による「支援当事者の声を活かした認知症サポーター活動の仕組
みづくりワークショップ」を実施し、ワークショップにおけるグループ討議の内容およびアンケート調査結果から検
討を行った。 

1. ワークショップ運営委員会の設置  

   ①目的 
ワークショップを開催するための基盤として、各種準備資料の作成や、当日の運営や進行

を担う運営委員会を設置した。 
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②運営委員の構成 
認知症サポーター養成講座修了者、がんピアサポーター、市民活動の実践者など 10 名 

③開催日時  
第 1 回︓令和元年 8 月 26 日(月) 10:00～12:00 
第 2 回︓令和元年 10 月 28 日(月) 10:00～13:30 

④検討内容 
第 1 回︓運営における役割分担、準備資料の担当について検討 
第 2 回︓ワークショップの全体進行と討議のファシリテーションについて検討 

 

2. ワークショップの開催 （本書のⅢに記録集を掲載） 

①開催日時 令和元年 11 月 23 日(土) 10︓00～16︓00 

②会場    ナディアパーク 国際デザインセンター6 階 セミナールーム 3 

③出席者と構成 
出席者︓31 名 
構  成︓地域住民支援等のボランティア活動の実践者で、認知症当事者や家族への実

際的な支援に意欲を持つ認知症サポーター養成講座修了者 
認知症施策を推進する自治体関係部局、認知症に関する専門医療職、 
介護支援専門員、認知症地域支援推進員など 

④内容 
●テーマ︓認知症サポーターがイキイキと活動できる“チームオレンジ”の実現に向けて 
●プログラム 
Ⅰ ブレーンストーミングのためのプレゼンテーション 
 (1)本事業の概要とワークショップについて   

NPO 法人ミーネット 理事長 花井 美紀 
 (2)「チームオレンジ」について   

本事業検討委員会 委員長 大野 裕美(豊橋創造大学保健医療学科) 
 (3)参加者紹介～西山田ふらっとサロンの紹介    
 (4)講演「臨床現場における認知症診療の課題」   

安城更生病院 脳神経内科／在宅医療連携推進センター センター長  
杉浦 真  

 (5)名古屋市の認知症支援の取り組み  
①認知症支援 名古屋市の取り組み   

名古屋市高齢福祉部地域ケア推進課 主幹 中村誠一郎 
   ②地域包括支援センターの役割と中区の取り組み   

名古屋市中区いきいき支援センター センター長 水上賢治 
   ③名古屋市認知症相談支援センターの取り組み    

名古屋市認知症相談支援センター 所長 久冨木 誠 
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 (6)活動先行事例 駒ヶ根市「おれんじネット」の取り組み 
駒ヶ根市役所 民生部地域保健課地域ケア係長(保健師) 松澤 澄恵 
認知症の人と家族の会 駒ヶ根支部  代表 梶田 ひと美 
 

Ⅱ ブレーンストーミング   
認知症サポーターがイキイキと活動できる 「チームオレンジ」の実現に向けて 

●方法 
4 つのグループに分かれて、「よりよいチームオレンジの実現」についてのアイデアを、KJ
法を用いて討議した。各グループにファシリテータ(メイン進行役)、サブファシリテータ
各々1～2 名を配置し、ファシリテータの進行で討議を進行。グループ討議終了後
には、アイデアをまとめた模造紙を掲示して各グループが発表し、情報を共有した。 

●討議内容 
①住民主体の認知症当事者支援活動の具体的な仕組みについて 
②活動に取り組むために自治体、関係機関に求める支援について 
③ 同  地域連携や協働のあり方について  
④活動の仕組みにそった認知症サポーター育成のための研修カリキュラムや教材
について 

(1)各グループ討議～全体発表 
(2)講評 本事業検討委員会 委員長 大野 裕美 

⑤アンケート調査の実施 
1）目的︓調査結果の考察・分析により、認知症サポーターが実際的な支援スキルを取得

するための研修カリキュラムならびに活発な支援活動の展開を可能にする活動の仕
組みモデルなどを企画開発する。 

2）対象︓ワークショップ参加者  
3）内容︓①各講義・プレゼン内容について 

②ワークショップにおける討議について 
③自身の活動や仕事への活用について 
④「チームオレンジ」への参加の意向について 
⑤ワークショップの満足度について 
 

3) 認知症サポーター活動の仕組みモデルの活動展開のためのプロモーションビデオ 
およびステップアップ研修ガイドの制作   

前述の 1)認知症サポーター養成や活動にかかる好事例・先行事例等のヒアリング調査、2)「支援当
事者の声を活かした認知症サポーター活動の仕組みづくりワークショップ」の開催とアンケート調査の分析考
察をふまえて、下記を制作した。 

■本モデルの活動展開のためのプロモーションビデオ(DVD)2 本を、当該事業分野の専門家のアドバイ
スおよび支援活動当事者の要望やアイデアを活かして構成。 
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■チームオレンジの担い手となるシニアサポーターやコーディネーターのステップアップ研修の提案を音声付
きパワーポイントとして構成。 

【制作物】 

なお、これらの制作物は、本事業における総合的な成果を反映したチームオレンジ実現に向けての提
言でもある。 

 

 

 

 

 

 

▮活動展開のためのプロモーションビデオ 

❶あなたのまちのチームオレンジ   
    認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らす 

❷「協働型」で取り組む 「あなたのまちのチームオレンジ」 

▮ステップアップ研修ガイド 

❸チームオレンジをささえる”ピア”  認知症 家族サポーター養成ガイド 
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	（4）「介護者支援ネットワークモデル」　東京都杉並区
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	認知症 家族サポーター養成ガイド
	資料：プロモーションビデオおよびステップアップ研修ガイドの内容(抜粋・要約)
	❶認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らす
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	ポイント
	❷「協働型」で取り組む「あなたのまちのチームオレンジ」
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
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	ナレーション・コメント（要約）
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らすために、いま全国で取り組みが始まっている「あなたのまちのチームオレンジ」。そのよりよい実現のためには、地域の住民が主体となって、自治体や専門機関との協働のもとに、必要なことを一つ一つ進めていくことが大切です。
	その大切なことの一つが認知症の介護家族への支援です。家族支援に焦点をあてていくことで、認知症の当事者も同時にQOLが向上することを期待できます。
	そこで大きな力を発揮できるのが、認知症の人をささえた体験を持つ家族の存在です。家族は、認知症の人の様々な症状や行動に対応してきました。家族は、相談支援窓口やサービスの利用経験もあります。
	チームオレンジでは、介護体験を持つ家族にできることはたくさんあります。なによりも、介護当事者の悩みや心の痛みを同じ立場として受け止めること。どうすればいいかを共に考えることができます。それが「ピアサポート」です。認知症サポーター活動において「家族のピアサポート」の充実が求められています。
	ピア(Peer)は「同じ立場」や「仲間」、サポート（support）は「ささえる」「寄り添う」を意味する言葉。ピアサポートは、当事者の悩みを受容し、共感性をもって寄り添い・ささえる、当事者による相互支援です。ピアサポーターは、ともに問題解決の糸口を探るパートナーともいえるでしょう。
	ピアサポートは　教育(学校)や様々な分野で発達し、学校生活、子育て、障害を持ったひとたち、難病など希少疾患、そして「がん」など、私たちの身近にもたくさんあります。
	「がん」のピアサポートでは、平成24年、第2期がん対策推進基本計画に「ピアサポートの必要性と推進」が明記され、ピアサポートは「体験を共有し、共に考えること」としてテキストなども開発されています。
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	❸チームオレンジをささえる”ピア”　認知症家族サポーター養成ガイド
	では、なぜ同じ立場のピアサポートが求められるのでしょうか？それは、「体験を活かしたい」というニーズ、「体験が聞きたい」というニーズ、互いのニーズから始まっています。
	認知症と向き合う人と家族には様々な問題や課題を抱えます。ひとりで考えていると戸惑いばかりが大きくなりがちです。認知症と向き合う患者・家族には、まず、身近な相談者の存在が必要です。それがピアサポーターです。
	専門的なサポートとピアサポートの違いを考えてみましょう。たとえば、医療サポートにはない「ピアの視点」。医療サポートの場では、医療者と患者におけるケアの流れは一方向です。一方、体験者と患者においては、ケアの流れは双方向です。
	ピアサポートの特徴の二つ目として、「体験者と話すことで肩の荷をかるくする」ということがあります。たとえば、
	・未体験のできごとへのおそれ
	・進行あるいは変化する症状への対処
	・支援を受けられる窓口の活用の仕方
	・食事など療養の工夫
	・近隣への対応
	・こころの持ちよう
	・体験者と話すことで・家族介護者としての不安感、孤独感等の解消につながることもあります。
	認知症 家族介護体験者のピアサポートは「体験」が強みです。その体験から 認知症家族の悩みや困りごとを共感力をもって受け止め寄り添うことができます。また、その体験を認知症サポーターなどの仲間に伝えることができます。体験に学んだ仲間は当事者と「同じ立場」の視点が得られ、共にピアサポーターとして活動に取組むことが期待できます。
	では、「体験」があれば、あるいは体験に学べば、だれでもピアサポートができるのでしょうか?チームの活動方針やスタイルにもよりますが、安全で有益な相互支援のためには、一定のルールや研修が必要です。
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	ピアサポーター養成研修の内容についてはさまざまな分野で共通性のある基本的なプログラムがあります。
	・ピアサポートの意義・役割
	・対象分野の基礎知識
	・同じ立場の人が抱える悩みとその対応
	・ピアサポーターの心得(ルール)
	・対応スキルを身に付けるための実践的な実習　などです。
	これらの基本は「ピア」だけでなく、認知症サポーターにも必要な内容です。家族“ピア”の養成研修も、これらを踏まえてのカスタマイズが求められます。
	研修参加者を起点とした実践型・参画型の研修は、様々なステークホルダーのニーズを活かして、内容を考えることが大切です。これは、認知症サポーターが「ステップアップのために求められる研修」をテーマに行われたグループ討議のまとめです。「学びたいこと」について、多くの意見が述べられました。研修の方法についても、たくさんの声が上がりました。
	「家族の体験に学びたい」という声は多くの認知症サポーターから寄せられています。その声を活かして「”ピア”家族サポーター」の養成研修プログラムに取り入れたい内容をまとめました。キーワードは 「体験に学ぶ」「体験を活かす」「実践型」「参画型」です。
	これは一つのモデル的な設定です。対象者は認知症の家族介護体験者。グループワーク、ロールプレイ重視の少人数制です。家族“ピア”として体験を活かすことに重点をおき、家族“ピア“の基本を学ぶプログラムです。
	オリエンテーションでは、誰でも話題にできるようなことで和みましょう。「体験を語り合う」ことは、とても重要なテーマです。人それぞれに異なる体験を聞きあうことで、体験の固有性を理解することができます。4人程度でグループ化し、1人10分程度、差つかえのない範囲で体験や研修への参加動機を語り合いましょう。そのあと、グループ全体で話合いを深めます。心理的な距離が縮まり「仲間感・連帯感」が芽生えます。
	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	まずはピアサポートの基本的な理解が必要です。本編の最初にご紹介した内容を参考にしてください。
	「ピアサポーターの心得と対応」はピアサポートの軸ともいえる大切なことです。安心と信頼のピアサポートを実現するために、必要なルールと対応の基本を学びます。ピアサポート活動の「心得」(ルール)はお互いの安全を守るため、よりよい信頼関係を築くために必要です。ここでは8つの大切なことをご紹介します
	❶相手の思いを尊重し、あるがままに受けとめます
	❷相手の関心事に焦点をあて、十分に話してもらえるよう傾聴につとめます
	❸相手が抱える悩みに対して、どうすればよいかを一緒に考えます
	❹相手の悩みを理解して聴くために、認知症の基本的な知識を身につけるようにします。
	❺専門的な判断が必要なことには踏み込まないようにします
	❻自身の個人的な価値観や体験を押し付けないようにします（体験とは、基本的に固有のものですから)
	❼個人的な情報は、話の内容もふくめて、他には漏らさないようにします
	❽ピアサポートの限界をわきまえ、無理をしないようにします
	これらの一つ一つに具体的な説明やエピソードなどを盛り込むと納得が得られます。認知症の家族介護体験者は、体験を元に、自分たちで「大切なこと」を考えることもできます。
	相手の話を受けとめ聞き取る「積極傾聴」の大切さはよく言われるところですが、相手の話をまず受け止めて、しかるべき自分の意見を述べるという「Yes,But話法（応酬話法）」も同じように大切です。「こんなとき、どう受け止める?」という事例を用意し、みんなで話合い、実際の場面を想定して、実践してみましょう。基本的なコミュニケーションスキルはピアサポートの潤滑油です。貴重な体験をよりよく活かすためにもしっかりと意識したいものです。
	研修の方法として「みんなで話し合いたい」という強いニーズがありました。たとえば、講義を受けたあとに、講義の内容について話し合う事は、とても有効です。この方法だと、受講者から多くの質問や意見が寄せられ、研修がとても活発化します。
	動　画　(抜粋)
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	一方で認知症そのものの知識も必要です。認知症の基礎知識として、認知症の種類と種類別の対応について学ぶことは必須と言えます。正確な知識を備えた専門職から講義を受けましょう。
	「認知症の基礎知識」において、それぞれの症状に応じた対応の方法は、サポーターの最も知りたいところです。方法を知識として得たら、実際の場面を想定したロールプレイを行なうことが効果的です。それぞれの対応実践力を身につけるために、対応事例を用意することも必要です。それぞれの体験をもとに、専門職にアドバイスを得ながら、みんなで事例を開発するのも方法です。
	ロールプレイもとても大切です。教わったことを「やってみる」ことで身に付きます。ロールプレイの認知症当事者の役は、認知症の人のケアに　あたる専門職の方が適当でしょう。ロールプレイは、全員が「家族サポーター役」を体験することが大切です。ロールプレイの方法を次に示します
	イメージを喚起しやすい「視聴覚教材」が求められています。認知症サポーター・ステップアップ教材として、訴求力をもち、実践に結び付きやすい視聴覚教材の好事例を一つご紹介しましょう。群馬県立県民健康科学大学　地域連携センター・看護学部が群馬県の委託事業として開発した、認知症サポーター・ステップアップ講座の教材です。30分から45分の講義7回分の研修教材が開発されました。目指したのは、「地域で活躍できる認知症サポーターの育成」です。
	教材の特徴としては、内容をイメージしやすく、具体的支援につながる動画で構成されていること。良い例と、良くない例を具体的に動画で提示しています。もう一つの特徴は、実践に即した教材であること。3つめとして、教育的観点から制作されていること。また、実践活動を想定したカリキュラムは、ニーズに応じて選択できます。認知症サポーター・ステップアップ講座の教材のサンプル動画を、群馬県立県民健康科学大学のホームページで公開しています
	家族“ピア”の養成にも、イメージを喚起しやすい「視聴覚教材」が効果的でしょう。研修プログラムも教材も実際に則し、実践につながるものが求められています。認知症家族介護を体験している家族“ピア”の「体験者ならでは」の声を活かしましょう。
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	動　画　(抜粋)
	ナレーション・コメント（要約）
	令和元年度　老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
	認知症サポーター等による認知症当事者本人及び家族にかかる
	支援方策に関する調査研究事業 報告書
	発　 行：令和2（2020）年３月
	発行者：特定非営利活動法人ミーネット
	〒460-0011　名古屋市中区大須四丁目11番39号　川本ビル2階
	電話：052-252-7277　　FAX：052-252-7278
	ホームページ：http://me-net.org
	Email：n-menet@me-net.org

	★完了報告書
	Ⅱ
	CASE1　長野県駒ヶ根市
	CASE2　名古屋市
	①名古屋市認知症相談支援センター
	②名古屋市中区いきいき支援センター
	CASE3　西山田ふらっとサロン(大阪府吹田市)
	CASE4　NPO法人杉並介護者応援団(東京都杉並区)
	CASE5　群馬県立県民健康科学大学
	1.認知症施策の取り組み経緯
	2.「おれんじネット事業」の概要
	3.認知症サポーターの組織化と
	ネットワーク化
	4.認知症サポーターの活動の実際
	5．2019年度よりおれんじネット事業の一部をＮＰＯに委託
	6.おれんじネット事業の今後の展開
	1.名古屋市の若年性認知症相談支援の取り組み経緯
	2.本人・家族交流会「あゆみの会」
	3. 当事者同士の出会いと活動の広がり
	4. 認知症のピアサポートの今後
	5.今後の課題と展開
	1.中区いきいき支援センターの概要と認知症支援の取り組み
	3.「認知症にやさしいまち大須プロジェクト」2019年度の取り組み
	2.「認知症にやさしいまち大須プロジェクト」の始動
	4.認知症サポーター養成と活動支援
	5.今後の課題と展開
	1. 西山田ふらっとサロンの取り組みの経緯
	2.西山田ふらっとサロンの活動内容
	3.ボランティアの活動と研修
	4.認知症の人の居場所としての役割
	5.次世代への継承と活動の継続
	1.介護者支援の取り組み経緯
	図1　杉並区における介護者の会・地域サロンなどのマップ
	出典：杉並介護者応援団パンフレット
	2.事業(活動)内容
	3.「介護者の会」の役割と成果
	4.行政、他団体との協力・連携による支援ネットワーク
	図2　行政、他団体との協力・連携による支援ネットワーク
	出典：杉並介護者応援団提供資料(参考資料1)を基に一部編集・作成
	5.現状の課題と今後の展開
	1．事業実施の背景と経緯
	２．教材開発で目指したもの
	３．教材・カリキュラの概要と特徴
	４．認知症サポーター・ステップアップ講座の実際
	５．認知症サポーターの実践活動における課題
	6．認知症サポーターのステップアップおよび実践活動への展望

	★完了報告書
	Ⅲ

	表紙
	令和元年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業)認知症サポーター等による認知症当事者本人及び家族にかかる支援方策に関する調査研究事業　報告書
	令和元年度　老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
	認知症サポーター等による認知症当事者本人及び家族にかかる
	支援方策に関する調査研究事業
	報　告　書
	令和2（2020）年3月
	特定非営利活動法人ミーネット

	表
	令和元年度老人保健事業推進費等補助金(老人保健健康増進等事業)認知症サポーター等による認知症当事者本人及び家族にかかる支援方策に関する調査研究事業　報告書
	令和元年度　老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
	認知症サポーター等による認知症当事者本人及び家族にかかる
	支援方策に関する調査研究事業
	報　告　書
	令和2（2020）年3月
	特定非営利活動法人ミーネット




